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従来の ｢英語ⅡB｣が ｢リーディング｣に､文法 ･
作文中心の ｢ⅡC｣が ｢ライティング｣に､さら
l_
(6)
に一部私学を除き採択の少なかった､会話中心の
｢ⅡA｣が､ 日常場面での会話を主として扱 う
｢オーラル ･コミュニケーションA｣､リスニング
中心の ｢0.C.B｣､スピーチ､ディベー ト､ディ
スカッションなど､opinionmakingやexchange
を中心に指導する ｢0.C.C｣の3科 目に細分化
され､少なくとも1科 目は選択履修させなければ
ならなくなった｡
さて､来年度は新カリキュラムの高校生が初め
て臨む大学受験である｡言うまでもなく大学人試
問題が中高の教育現場に与えるインパクトは甚大
である｡改訂指導要領の趣旨と現場での教育実践
をどのように受けとめて出題するか､各方面から
注目を受ける年となろう｡
